
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

                             まちで見かけたら声をかけてね 

発行：令和６年７月１８日  東京都立多摩桜の丘学園校長  西田 良児 

教育支援部通信 

№１ 

 
  今年度も「障害のある人と障害のない人が交流を通じて相互理解を図り、互いに支えあいながら共に暮

らす地域社会」の実現に向けて、取り組んでまいります。 

今号では副籍交流と 5月に行われた聖ヶ丘小学校との学校間交流の様子をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副籍交流 

学校間交流 

地域のお友だち よろしくお願いします！ 

Ⅱ部門小学部２年生 聖ヶ丘小学校と交流しました！ 

 ● 本校では、各交流校に本校のコーディネーターが赴き、「理解推進授業」を行っています。「理解推

進授業」とは、学校間交流の実施に先立って交流校の児童・生徒を対象に、多摩桜の丘学園や障害の

ある児童・生徒への理解を図る授業のことです。聖ヶ丘小学校では 5 月 8 日（水）に理解推進授業

を行いました。聖ヶ丘小学校の児童も本校の施設や授業の様子などの紹介を通して、多摩桜の丘学園

がぐっと身近に感じられたようです。「多摩桜の丘学園のお友達に会うのが楽しみ！」と、期待感を高

めて、学校間交流当日を迎えました。  

  

 今年も地域指定校との「顔合わせ会（事前の打ち合わせ）」が進み、初回交流も始まりました。まず

は交流学級などで自己紹介をし、そこから少しずつ学習や行事など学校生活の場で交流していきます。

副籍交流は地域の中で、双方の児童・生徒同士が知り合うことを目的としています。 

お子様、保護者、地域指定校の教員、担任が

集まり、今後の交流活動について話し合いを

もちます。お子様が安心して交流を行うこと

ができるよう、好きなことや得意なことなど

の情報を共有したり、交流する教室を見学し

たりします。 

スライドや紙芝居を使って多摩桜の丘学園のことを紹介し

たり、「〇〇さんの好きな食べ物クイズ」をしたりしてお子様

のことを知ってもらいます。好きなものなど共通点が見つか

るとぐっと距離が近くなります。○○さんのことを知っても

らうことが副籍交流のスタートです。 

顔合わせ会（事前打ち合わせ） 

第１回交流（自己紹介） 

● ５月２２日に、Ⅱ部門小学部２年生が、多摩市聖ヶ丘小学校２年生と学校間交流を行いました。

晴天の下、緑豊かな桜ケ丘公園の広場に集合し、一緒にダンスやボールリレー、パラバルーンなどを

楽しみました。ダンスは聖ヶ丘小学校の児童と向かい合って踊りました。いつもより大人数でダイナ

ミックにダンスができて、とても嬉しそうでした。ボール運びリレーでは、聖ヶ丘小と本校の児童が

一緒にボールを運びました。「１、２、１、２」と掛け声をかけながらボールを運ぶチームもあり、

力を合わせてボールを運ぶ姿が素敵でした。最後はパラバルーン！大きくてカラフルなバルーンを

一緒に操作して、とても盛り上がりました。 

 

＜今後の予定＞ 

☆Ⅰ部門小学部（1，2，3年生）、Ⅱ部門小学部（2年生）  

 …聖ヶ丘小学校との交流 

☆Ⅰ部門小学部（4年生）、Ⅱ部門小学部（4年生）  …連光寺小学校との交流 

☆Ⅰ部門小学部（5，6年生） …北諏訪小学校との交流 

☆Ⅰ部門中学部（全学年）、Ⅱ部門中学部（全学年） …聖ヶ丘中学校との交流 

 

                 

  


